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国
民
会
議
の
舞
台
づ
く
り

．．

論
説

　
高
市
早
苗
内
閣
は
早
々
に

﹁
社
会
保
障
国
民
会
議
﹂
を
発

足
さ
せ
た

し
か
し

法
的
な

位
置
付
け
野
党
の
参
加
促
進


有
識
者
や
実
務
者
の
参
画
方
法

な
ど
は
走
り
な
が
ら
整
え
る
異

例
の
展
開
だ


　
国
民
会
議
と
名
付
け
社
会
保

障
を
論
議
す
る
場
は
過
去
２
回

あ

た

福
田
康
夫
内
閣
に
よ

る
２
０
０
８
年
の
﹁
社
会
保
障

国
民
会
議
﹂

旧
民
主
党
の
野

田
佳
彦
内
閣
が
設
け

安
倍
晋

三
内
閣
へ
引
き
継
が
れ
た

年

の
﹁
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
﹂
で
あ
る


　
両
方
の
会
議
に
委
員
で
参
画

し
た
筆
者
の
体
験
も
踏
ま
え


こ
の
手
法
で
政
策
形
成
を
図
る

意
義
を
考
え
て
み
た
い


　

年
の
国
民
会
議
は

社
会

保
険
庁
の
年
金
記
録
の
ず
さ
ん

な
管
理

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
発
足
へ
の
世
論
の
猛
反
発
を

背
景
に
社
会
保
障
の
再
構
築
を

目
指
し
た


　
本
会
議
と
３
分
科
会
の
委
員

は
計

人

座
長
の
吉
川
洋
東

大
教
授
︵
当
時
︶
ら
専
門
家
を

主
に
日
本
医
師
会
会
長
や
労
組

の
﹁
連
合
﹂
会
長

地
方
と
の

連
携
を
考
え
知
事
３
人

市
長

３
人
も
入

た


　
制
度
改
革
へ
給
付
に
見
合
う

負
担
を
割
り
出
す
財
政
シ

ミ

レ

シ

ン
に
取
り
組
ん
だ


例
え
ば

急
性
期
病
院
の
ス
タ


フ
数
を
倍
増
し

平
均
在
院

日
数
を
半
減
さ
せ

退
院
者
を

在
宅
医
療
・
介
護
の
拡
充
で
受

け
止
め
る

そ
ん
な
現
在
の
地

域
医
療
構
想
に
つ
な
が
る
画
期

的
な
推
計
だ

た


　

年
国
民
会
議
は

﹁
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
﹂
の
場

と
し
て
民
主
・
自
民
・
公
明
党

の
合
意
で
創
設
さ
れ
た

清
家

篤
慶
応
義
塾
長
︵
当
時
︶
を
会

長
に
学
識
者

人
の
み

団
体

代
表
も
皆
無
だ

た


　
報
告
書
は

少
子
化
対
策
を

最
優
先
に
掲
げ
た

医
療
・
介

護
で
は
﹁
病
院
完
結
型
﹂
か
ら

地
域
で
生
活
を
支
え
る
﹁
地
域

完
結
型
﹂へ
の
転
換
を
唱
え
た


こ
れ
ら
合
意
事
項
の
立
法
化
が

約
束
さ
れ
て
い
た
の
も
大
き
な

特
徴
だ

た


　
二
つ
の
国
民
会
議
に
共
通
し

た
の
は
政
党
が
介
入
を
控
え


社
会
保
障
を
﹁
政
争
の
具
﹂
に

し
な
い
姿
勢
と
仕
組
み
だ

デ


タ︵
事
実
︶に
基
づ
い
て
負
担

と
給
付
の
在
り
方
を
討
議
し


財
源
は
社
会
保
険
料
や
消
費
税

に
求
め
た


　
﹁
国
民
に
は
サ

ビ
ス
を
利

用
す
る
権
利
と
同
時
に
制
度
を

支
え
る
責
任
が
あ
る
﹂
︵

年

国
民
会
議
︶

　
﹁
す
べ
て
の
世
代
が
相
互
に

支
え
合
う
全
世
代
型
社
会
保
障

へ
の
転
換
﹂
﹁
世
代
間
の
財
源

の
取
り
合
い
で
は
な
く

そ
れ

ぞ
れ
必
要
な
財
源
を
確
保
﹂

︵

年
国
民
会
議
︶

　
今
回
は

自
民

日
本
維
新

の
会
の
与
党
議
員
を
軸
に
政
治

優
先
の
形
で
構
成
さ
れ
る

目

的
も
﹁
食
料
品
の
２
年
間
消
費

税
ゼ
ロ
﹂
と
そ
の
代
替
財
源
５

兆
円
の
捻
出
策

﹁
給
付
付
き

税
額
控
除
︵
減
税
︶
﹂
の
具
体

化
と
実
施
財
源
の
確
保
が
二
本

柱
に
な
る


　
名
前
は
同
じ
国
民
会
議
だ

が

新
た
な
政
策
形
成
の
試
み

で
あ
る

減
税
先
行
な
が
ら
財

源
探
し
は
負
担
増
を
伴
う

政

府
と
参
加
政
党
が
国
民
に
負
担

の
在
り
方
を
問
え
る
か
ど
う

か

注
目
し
た
い


　
　
　
　
　︵
本
紙
論
説
委
員
︶

み
や
た
け
・
ご
う
　
毎
日
新
聞
論
説
副
委

員
長
か
ら
埼
玉
県
立
大

目
白
大
大
学
院

の
教
授
な
ど
を
経
て
現
職


